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大
阪
府
立
千
里
高
等
学
校
の
活
動
報
告

台
湾
の
高
校
生
を
招
へ
い
し
、

課
題
研
究
を
通
じ
た
交
流
実
施

大
阪
府
立
千
里
高
等
学
校
は
２
０
１
７
年
10
月
16

日
か
ら
22
日
ま
で
、
台
湾
の
國
立
中
科
実
験
高
級
中

学
（
以
下
、
中
科
実
中
）
か
ら
５
名
の
高
校
生
と
１

名
の
引
率
教
員
を
招
き
、
科
学
探
究
活
動
を
通
じ
た

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

中
科
実
中
は
台
中
市
の
「
科
学
技
術
特
区
」
に
あ

る
企
業
・
研
究
所
等
で
勤
務
す
る
外
国
人
を
含
む
勤

務
者
の
子
女
教
育
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
設
立
さ
れ

た
高
級
中
学
（
高
等
学
校
）
で
す
。
科
学
分
野
の
探

究
活
動
や
実
験
を
中
心
と
し
た
理
科
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
学
校
で
す
。
昨
年
度
か
ら
は
中
学
部
も
併

設
し
、
中
高
一
貫
教
育
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
意

欲
的
な
学
校
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
同
校
は
外
国
語

と
し
て
日
本
語
の
教
育
に
も
力
を
入
れ
、
日
本
の
ス

ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ

Ｈ
）
発
表
会
な
ど
へ
の
参
加
も
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
近
年
は
ド
イ
ツ
の
科
学
系
の
高
校
と
の
交
流
も
進

め
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
で
あ
る
本
校
と
の
科
学
探
究
（
課

題
研
究
）
を
通
じ
た
交
流
と
、
日
本
の
大
学
や
研
究

所
で
の
活
動

や
留
学
生
と

の
交
流
を
通

じ
て
、
日
本

で
の
研
究
活

動
の
具
体
的

な
様
子
を
体

験
し
て
い
た

だ
く
た
め
に

企
画
し
ま
し

た
。

☆
千
里
高
校

生
と
の
交
流

10
月
17
日

に
行
わ
れ
た

Ｓ
Ｇ
Ｈ
「
探

究
中
間
発
表
会
」
、
18
日
に
行
わ
れ
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
「
科

学
探
究
中
間
発
表
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ

と
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
両
方
指
定
を
受
け
て
い
る
本
校
で
は
、

両
方
の
中
間
発
表
会
が
２
日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ

れ
ま
す
。
「
科
学
探
究
中
間
発
表
会
」
で
は
、
ポ
ス

タ
ー
発
表
に
２
本
の
発
表
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
国
際
・
科
学
高
校
で
あ
る
千
里
高
校
は
、
国

際
科
の
生
徒
は
英
語
で
の
課
題
研
究
発
表
へ
の
ハ
ー

ド
ル
は
低
い
の
で
す
が
、
科
学
科
の
生
徒
に
と
っ
て

は
、
英
語
で
の
発
表
、
質
疑
応
答
は
敷
居
が
高
い
の

が
現
状
で
す
。
中
科
実
中
の
生
徒
と
の
や
り
取
り
は

す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
、
最
初
の
う
ち
は
戸
惑
い
も

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
お
互
い
科
学
的
な
課
題
研
究
に

取
り
組
む
仲
間
同
士
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
す
ぐ
に

打
ち
解
け
て
探
究
活
動
や
学
校
生
活
に
つ
い
て
の
交

流
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
大
阪
サ
イ
エ
ン
ス
デ
イ
で
の
発
表

大
阪
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
・
経
験
校
な
ど
で
つ
く
る

「
大
阪
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
（
以
下
、
Ｓ
Ｓ
Ｎ
）
が
実
施
す
る
課
題
研
究
発

表
会
（
大
阪
サ
イ
エ
ン
ス
デ
イ
）
に
お
い
て
、
招
待

発
表
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
、
中
科
実
中
の
生
徒
た

ち
は
日
本
の
高
校
生
に
積
極
果
敢
に
英
語
で
質
問
し
、

日
本
の
高
校
生
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

中
科
実
中
の
生
徒
た
ち
も
日
本
の
高
校
生
た
ち
の
科

学
分
野
に
お
け
る
課
題
研
究
に
大
い
に
刺
激
を
受
け

て
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
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科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
』友
情
と
感
激

第
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回

＝
特
別
シ
リ
ー
ズ
＝

堀辺慶一　　　　
（大阪府立千里高等
学校教頭）　　　

千里高校課題研究発表会
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開
会
式
で
は
、
来
賓
の
文
部
科
学
省
や
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の

方
の
あ
い
さ
つ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

☆
大
阪
大
学
・
理
化
学
研
究
所
で
の
交
流

大
阪
大
学
蛋
白
質
研
究
所
・
産
業
技
術
研
究
所
を

見
学
し
、
大
学
の
先
生
か
ら
の
講
義
や
施
設
見
学
に

加
え
て
、
若
手
研
究
者
や
留
学
生
と
交
流
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
に
お
け
る
科
学
技
術
分

野
で
の
研
究
の
様
子
、
日
本
で
学
ぶ
留
学
生
の
様
子

な
ど
を
実
際
に

体
験
す
る
こ
と

が
で
き
、
日
本

で
の
研
究
を
進

路
選
択
に
加
え

る
生
徒
も
い
ま

し
た
。

理
化
学
研
究

所
神
戸
事
業
所

で
は
、
特
に
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
を
応

用
し
た
加
齢
黄

斑
変
性
臨
床
研

究
に
つ
い
て
詳

し
く
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
中
科
実
中
の
生
徒
た
ち
も
熱
心
に
メ
モ
を
と
り
、

積
極
的
に
質
問
す
る
な
ど
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
よ

う
で
し
た
。

神
戸
の
街
の
見
学

ま
た
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
神
戸
の
街
が
力
強
く
復
興
し
て
い

る
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
、
同
様
に
１
９
９
９
年

９
月
21
日
に
大
き
な
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
台
中
市
に

在
住
す
る
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
、
両
国
の
協
力
関

係
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

本
校
か
ら
中
科
実
中
へ
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
の
一
環
と

し
て
訪
問
を
し
て
お
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
合
わ
せ

て
相
互
訪
問
を
実
現
し
、
互
い
の
滞
在
で
は
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
も
取
り
入
れ
、
よ
り
親
密
な
関
係
を
構
築
し

て
い
ま
す
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
全
員
が
再
び
日
本
を

訪
問
し
た
い
と
回
答
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
日
本
の

大
学
・
研
究
所
を
進
路
希
望
先
に
加
え
る
」
と
回
答

し
た
生
徒
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

副
次
的
な
効
果
で
す
が
、
引
率
教
員
が
英
語
担
当

だ
っ
た
た
め
、
本
校
の
英
語
教
員
と
指
導
法
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
、

本
校
の
指
導
法
に
た
い
へ
ん
感
銘

を
受
け
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。
（
本

校
は
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
、
大
阪
府
の

骨
太
の
英
語
力
育
成
事
業
指
定
校

で
す
。
）

今
後
の
展
望

生
徒
同
士
の
交
流
だ
け
で
な
く
、

教
員
同
士
も
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に

お
い
て
、
課
題
研
究
の
評
価
に
つ

い
て
相
互
の
意
見
交
流
を
行
い
、

汎
用
性
の
あ
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

作
成
に
向
け
て
次
の
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
ま
す
。
人
文
科
学
の
分

野
に
お
い
て
も
課
題
研
究
に
つ
い

て
の
交
流
を
始
め
る
計
画
も
進
行

し
て
い
ま
す
。

今
後
も
台
湾
と
の
課
題
研
究
の

深
化
や
交
流
に
努
め
た
い
と
考
え

ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
文

化
的
な
交
流
も
深
め
、
個
人
レ
ベ

ル
か
ら
学
校
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、

よ
り
親
密
な
日
台
関
係
を
築
い
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

課
題
研
究
発
表
会
・
見
学
等
を

快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
大

学
・
研
究
所
の
皆
さ
ん
、
大
阪
サ

イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
関
係
校
の
皆
さ
ん
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大阪大学蛋白研究所で研修

修了式にて

サイエンスデイでのオーラル発表

理研神戸事業所での研修

大阪サイエンスデイで紹介される中科実中生




